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分娩病院2カ所、産科医`助産師も不足

年間千件ぎりぎり対応

フ出
産
難
民
〃‐を
懸
念

鳥
取
県
中
部
の
周
産

期
医
療
が
危
機
的
な
状

■
に
あ
る
。
第
娩
を
扱

う
病
院
・診
療
所
が
２

カ
所
し
か
な
い
上
、
医

師
ヽ
助
産
師
不
足
も
慢

性
化
し
て
お
り
ヽ
年
間

約
千
件
の
分
娩
を
ぎ
り

ぎ
り
の
対
応
で
乗
り
切

っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
売
魔
を
受
け
住
け

て
も
ら
え
な
い

「出
産

難
民
」
が
生
じ
る
懸
念

も
あ
る
。

（中
部
本
社
ｏ
福
安
聡
）

際
立
つ
ぜ
い
弱
さ

県
医
療
政
策
課
と
県
立

厚
生
病
院

（倉
吉
市
東
昭

和
町
）
に
よ
る
と
ヽ
県
中

部
で
周
産
期
医
療
を
行
っ

て
い
る
４
病
院
・
診
療
所

の
う
ち
ヽ
分
娩
を
扱
う
の

は
同
病
院
と
打
吹
公
園
ク

リ
ニ
ッ
ク

（同
仲
ノ
町
）

の
み
。
残
り
２
診
療
所
は

妊
娠
９
カ
月
程
度
ま
で
診

て
、
分
娩
は
同
病
院
が
引

き
継
い
で
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
県
東
部

は
７
カ
所

（病
院
４
、
診

療
所
３
）
県
西
部
は
９
カ

所

（病
院

‐
２
い
診
療
所

５
、

助
産
所
２
‐Ｙ
が
分
娩
を
扱

っ
て
お
り
、
県
中
部
の
ぜ

い
弱

さ

が

際
立

っ
て

い

る
ｏ出

産
を
前
に
転
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
妊
婦
か
ら

は

不
安

の
声

も

聞

か

れ

る
”
出
産
２
カ
月
前
に
同

病
院
に
転
院
し
た
倉
吉
市

在
住
の
３０
歳
代

の
女
性
は

「
結
果
的
に
は
大
満
足
の

出
産
だ

っ
た
が
、
転
院
す

る
と
き
は
不
安
だ

っ
た
」

と
胸

の
内
を
明
か
し
、
「
特

徴
を
比
較
し
、
希
望
に
合

っ
た
施
設
を
選
べ
る
の
が

理
想
」
と
話
す
。

ド

ミ

ノ
倒

し

中
核
病
院
の
機
能
を
担

う
同
病
院

の
産
婦
人
科

は
、
医
師
３
人
、
・助
産

‐師

２８
人
が
勤
務
し
、
開
業
医

と
鳥
取
大
学
医
学
部
付
属

病
院
の
医
師
が
週
に
１
日

ず

つ
当
直
し
て
い
る
。
大

野
原
良
昌
産
婦
人
科
部
長

（
５２
）
に
よ
る
と
、
県
中
部

で
は
年
間
約
千
件
の
分
娩

が
あ
り
、
同
病
院
と
同
ク

リ

ニ
ッ
ク
の
分
娩
数
は
ほ

ぼ
半
々
だ
と
い
う
ず

．
一

医
師
１
人
当
た
り

の
分

娩
は
、
年
間
■
０
０
人
程

度
が
理
想
と
さ
れ
、
一常

勤

医
３
人
で
単
純
計
算
す
る

と
、
理
想
を
大
き
く
上
回

る
過
剰
な
状
態
。
助
産
師

外
来
や
院
内
助
産
シ
ス
テ

ム
の
維
持
の
た
め
，
助
産

師
も
１０
人
程
度
の
増
員
が

理
想
と
い
う
。　
・

大
野
原
部
長
は

「
県
中

部

の
周
産
期
医
療
は
大
き

な
枠
組
み
で
支
え
ら
れ
て

い
る
。
ど
こ
も
ぎ
り
ぎ
リ

で
（　
一
角
で
も
破
綻
し
た

ら
、
ド
ミ
ノ
倒
し
的
に
崩

れ
る
」
と
危
惧
し
て
お
り
、

出

産

難

民

に

つ
い

て
も

「
そ
の
危
険
性
を
常
に
は

ら
ん
で
い
る
」
と
不
安
視

す
る
Ｐ

一
・・■
一
・

一
討

乙

の

「事
情
」
が
見
え
隠
れ

す
る
。
県

‐‐医療
政
策
課
の

中
西
真
治
課
長
は

「
一
般

的
な
話
」
と
し
た
上
で
、

死
産
や
障
害
が
残

っ
た
場

合
の
訴
訟
リ
ス
ク
や
、
時

を
選
ば
な
い
出
産
に
伴
う

過
監
な
勤
務
環
境
な
ど
の

問
題
か
ら
、
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
に
産
科
を
目
指

す
医
師
が
減
る
傾
向
が
あ

り

「
分
娩
を
や
め
る
の
も

同
じ
理
由
で
は
な
い
か
」

と
推
察
〓

「
根
本
的
に
は

医
師
を
増
や
す
し
か
な
い

が
、
一医
師

不
足
は
短
期
的

に
処
理
・で
き
な
い
問
題
。

県
全
体
で
充
実
さ
せ
、
ひ

い
て
は
中
部
に
と
、
全
体

で
補
い
合
う
体
制
づ
く
り‥

が
必
要
」
と
話
す
。

県
中
部
医
師
会

の
池
田

宣
之
会
長

（
７２
）
は

「危
機

的
な
状
況
に
あ
り
、
厚
生

・病

院

と
診

療

所

が

連

携

し

‐、
一人
材
が
相
互
に
行
き

交
う
こ
と
を

一
時
的
に
で

も

考

え

な

い

と

い
け

な

い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

厚

生

病

院

の
充

実

が
必

要
」
と
強
調
す
る
。

産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
ぐ
母
親
。
充
実
し
た
周
産
期
医
療
の
体
制
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る


